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S-iiヮニ ー(U-u- )+R-1･Fg).Fc (3)
この式はRに含まれる特異性を打ち消すように人為的にSiを繰り込んだものである｡ その意味



















図 3: 縦軸 は粒子速度
の分散､横軸は時間｡図は上から
Si-0,1,10,100.
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まとめと課毘:今回のシミュレーションから､有効Stokes数S-tを変化させることで､チャネル
流 (非気泡流動)と気泡流動の2つの状態が観測された｡この二つの状態は粒子速度の分散 (～
粒子の運動エネルギー)がゼロに減衰するか､ある定常値の回りに留まるかの違いである･ことが
分かった｡
気泡流動状態のシミュレーション結果から､気泡の生成周期はS-tの増加に従って大きくなるが､
u∞の変化にはそれほど敏感ではないことが分かった｡
我々の系には2つのコントロールパラメータ-有効 Stokes数S-tと流体の流入速度 u∞-がある
が､これらのパラメータと､シミュレーションで観測される粒子速度の分散､気泡の生成周期､な
どの依存性を定量的に調べること､有効Stokes数の見積もり､また非気泡流動一気泡流動の転移
の生じるパラメータ点の数値的､理論的見積もりが今後の課蓮である0
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